夕陽が落ちる場所

作詩　甲斐龍太　作曲　PEACEMARK
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	思えば膝の見えるズボン　胸のあいたシャツを着てる君がうかぶ

絶対仲良くなれないと思う程に　いつも二人違ってた

あれからどれほど長い　夜が過ぎたのだろう　あの日からは果てしなく

あれからどれほど赤い　景色を眺めただろう　日々は何を変えただろう

こんなに嫌いな君との日々が楽しく思えてきて　タバコをふかして　社会をふける

ずっと幸せな日々よ　つぶやいた　わかってやれない僕を笑ってたね

いつもくだらない事ばかり　ケンカをしていたね　だけど楽しくて

これからずっと同じ道を選んで行くことと僕は思ってた

互いの未来を見つける為に別れを選んだ君　これが最後だと知らない僕と

ずっと幸せな日々よ　つぶやいた　気がついた僕の傍にいてくれたね

最後の日に君と見た　夏の夕陽が今も　赤く僕に輝いて

最後の日に君と見た　夕陽が落ちた場所は　赤い影を落とすよ

いつもくだらない事ばかり　ケンカをしていたね　だけど楽しくて

これからずっと同じ道を選んで行くことと僕は思ってた

こんなに嫌いな君との日々が楽しく思えてきて　タバコをふかして　社会をふける

ずっと幸せな日々よ　つぶやいた　わかってやれない僕を笑ってたね
未だに見えない先に向かい　歩き出した僕はもう　交わらない君の　姿を今も

やっと今更になって　気がついた　いつでも僕の傍にいてくれたね

思えば膝の見えるズボン　胸のあいたシャツを着てる君がうかぶ

絶対仲良くなれないと思う程に　いつも二人違ってた
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